議事内容

⑴　これまで３回開催された春日井市産業振興アクションプラン策定部会の経過報告
【寺澤委員】　　助成・支援制度の情報提供する「かけこみ窓口」、ワンストップサービスを行う推進拠点、ＯＢ人材・中小企業診断士による経営相談や人材確保に関するサポート、サボテンをＰＲして地域のポテンシャルの活用等の意見がありました。
⑵　大手企業ヒアリング及び先進地視察について
【事務局】　　　資料１から「春日井市周辺立地の大手企業ヒアリング及び先進地視察について」を説明

【渡会長】　　春日井市は住宅都市のイメージが強いが、今後、商工業の振興により市の活性化を図っていこうとしている。現在、経済状況が厳しいが、ヒアリングの手応えなど全体的な面で、経済状況の影響はありますか。
【事務局】　　　ＦＡ機器メーカーは、一昨年までは非常に手狭感があり、立地拡大を図りたいということだったが、現段階では全く考えられない状況である。特に、自動車関連は非常に厳しい感じがしました。
飲料、医薬品メーカーについては、名古屋市近郊で設備投資をしたいということでした。ＦＡ機器メーカー、組み込みソフト会社で、経済状況の影響は強く感じました。
【渡会長】　　業種によっては、ある程度、新しい開発をしていく意欲が感じられるということですか。
【事務局】　　　そうです。ただし、全体としては、売上が減少する中で、設備投資については慎重にはなっていると考えられます。
【渡会長】　　厳しい経済情勢でありますが、皆さんの知恵を絞っていただき、市を活性化させてください。
⑶　産業振興関連事業の業務棚卸について
【事務局】　　 資料２から「産業振興関連事業の業務棚卸について」について説明

【渡会長】　　産学官連携で平成12年にＫＡＳＵＧＡＩ技術交流プラザを立ち上げ、様々な企業と交流を行っているが、施策を知らない企業が多い。産学連携を支援する間口が広すぎて、どこに何があるのかわからないという状況である。国の補助制度は、ホームページで検索できるが、内容を読んでもわからない事が多い。市役所と商工会議所で、このような助成・支援を、もう少しわかりやすい形で提供できる体制をとっていくことが重要だと思います。
⑷　春日井市の産業振興アクションプラン中間とりまとめ（案）について
【事務局】　　 資料３から「春日井市産業振興アクションプラン中間とりまとめ（案）について」の４章について説明

【渡会長】　「基本目標１　企業に選ばれるサービスの提供」についてですが、ワンストップサポート機能は、情報共有の観点から非常に重要である。市役所、商工会議所が中心になり、ワンストップサービスを充実させていくために、どのような機能にすればよいか考える必要がありますが、策定部会では何か意見が出ましたか。

【寺澤委員】　　ワンストップサービスについては、策定部会でも期待は高かったです。中小企業の方は日々の業務で忙しく、助成制度やサービスなどを自分で調べる時間が少ない。市や商工会議所が積極的に情報発信を行い、中小企業者が気軽に相談できる窓口が必要などの意見がありました。
【藤委員】　　　ワンストップサービスは、忙しい中小企業者は大変ありがたいが、相談を受ける側は、かなり勉強した人材が必要になるため、何か考えはありますか。
【事務局】　　　商工会議所との連携は不可欠ですが、市として新組織を立ち上げ、関係機関との人事交流などを行い、職員の研鑽を積んでいきたいと考えています。企業から１つ質問をもらうたびに我々も勉強して成長していきたい。
【渡会長】　　産学連携の仕事をしていて人事交流は非常に重要であると強く感じる。自分達だけで勉強するのは難しいが、各組織がそれぞれ持っている知識や経験を、人事交流などを通じて、学んでいくことが必要。
【大矢委員】　　人材育成には人事交流が一番望ましいが、なかなか踏み切れない部分がある。春日井市も国との人事交流により変わってきている。周辺の職員への影響も大きい。今後、本格的に取り組む必要があると思う。
【渡会長】　　外からみていると市と商工会議所は十分に連携しているように見えるが、意外とそうではないようなので、今後は連携を強化してください。
【大矢委員】　　ワンストップサービスは大変素晴らしい取り組みで、策定部会の要望も強いため、ぜひ積極的に取り組んでください。
【河合委員】　　行政といっても、市、国、県があり、その中に様々な課がある。中小企業の場合、考える余裕や時間的余裕がなく、相談する機関も分からないことが多い。そのため、コーディネーターのようなものが必要になるが、その入口になる部分が一番のポイントである。例えば、市と商工会議所の機能については、産業振興関連事業の業務棚卸の中で様々な施策があったが、市や商工会議所の施策だけでなく関係機関の施策まで幅広く知っている人材が必要で、相談にあわせて振り分ける能力が求められる。今後、ワンストップサービスを考えていく際に、どのようなサポートができるか、さらに検討する必要がある。
【渡会長】　　重要な部分なので、よろしくお願いします。

続いて、「基本目標２　優れた事業環境の提供」についてですが、春日井市は企業誘致条件が極めてよい地域だという調査結果が示すとおり、開業率が他と比べて非常に高い地域である。一方で、開業してもすぐ廃業になる場合もあるため、「インキュベーター機能の整備」や「創業支援制度の充実」の中で支援を行って欲しい。
【岩田委員】　　インキュベーター施設は、ハードよりソフトの方が重要。単純な施設管理だけでなく、入居者の経営相談に乗れる人材がここでも重要になる。また、対象となる業種により、必要なハードは異なるため、ニーズにあわせて検討することが必要である。「企業が連携して行う事業環境整備の支援」は面白い。単独の企業では重い課題を、工業団地組合などの複数の企業で取り組むことにより、働きやすい環境が整備される。
【寺澤委員】　　策定部会でも、既存企業を工業団地などでまとまった形で支援することが、他市に比べて優れた事業環境であることのＰＲになるという意見があった。例えば、最寄り駅と工場間でのシャトルバスの運行支援や共同の託児所の運営支援など、実効性のあるものが生まれてくるとよい。
【岩田委員】　　意欲の高い企業で１つモデル事業を行ってみてはどうか。
【渡会長】　　具体的に実施した際には様々な問題が出てくるが、それらを乗り越えなければ新しいものは生まれないので、積極的に取り組んで頂きたい。
次に「基本目標３　連携の促進」についてですが、「かすがい発見ビジネスフォーラム」などを通して連携はありましたか。
【大矢委員】　　昨年行ったビジネスフォーラムでは、連携も商談もでき、よかったという評価でした。徐々に、連携の場、商談の場として有効なものになりつつあります。
【渡会長】　　意外に地元の事を知らないというケースもあり、情報を得る上で重要な機会である。人の集まる所を作ることは重要であり、今後、情報交換や共同研究に発展していくとよい。
【大辻委員】　　春日井市は、人口30万人を超え、来年10月以降から事業所税を支払うことになる。延べ床面積1,000㎡又は従業数100人以上の事業者については、赤字でも事業所税を払うことになる。今後は、春日井市がいかに事業所税をうまく使うかが重要になっている。
【渡会長】　　続いて、「基本目標４　情報発信力の強化」「基本目標５　次世代の担い手育成」についてですが、サボテンのＰＲはうまくいっていますか。
【大矢委員】　　商工会議所が商標登録したサボテンキャラクターを活用して普及を図っています。サボテンキャラクターの使用料については、利用者に長く使って頂きたいため、初め１年は無料、２年目から有料になっている。最近は、有線放送でも、サボテン関連放送が多いと言われるほど注目が集まっている。今後、さらに情報発信していき、特産品と言われるものを育て上げていきたい。
【渡会長】　　春日井市は、サボテン生産全国第１位なので、特色として大いに生かせると思う。
【大矢委員】　　11月１日から春日井駅前にミニサボテンコーナーを設け、駅を降りたら春日井市はサボテンのまちだと、訪れた人に印象づけていきたい。
【寺澤委員】　　サボテンキャラクターの春代、日丸、井之介はとてもかわいい。大学生はかわいい携帯ストラップをつけているので、モリゾー、キッコロのように、３つ揃えて立体的な携帯ストラップなどにしてはどうか。口コミマーケットというものもあるので、全国で話題性を持ってもらい、癒しキャラの一角を占めるような所まで行けるように上手く育てていって頂きたい。
【渡会長】　　もっとサボテンキャラクターを活用して頂けるようＰＲしてください。
【事務局】　　　資料３から「第５章　計画の推進に向けて」について説明

【渡会長】　　ワンストップサポート機能をどのように立ち上げ、人材をどう育成していくかが重要。
【大矢委員】　　この中間とりまとめは、ＰＬＡＮ、ＤＯはあるが、最後のＣＨＥＣＫ、ＡＣＴＩＯＮはどのように考えているのか。
【事務局】　　　基本的には市と商工会議所がスクラムを組んで、いわゆるＰＤＣＡサイクルを行っていくことを考えています。現在、市役所が毎年、効果を考えながら予算立てをして、施策の見直しを行っていますが、会議所とも同様の手法でやっていければと考えています。
【渡会長】　　「商店街の自発的な活性化活動への支援」について、がんばる商店街で提案公募型の自発的な取り組みについて支援していくとあるが、国の施策もやる気のあるところに費用を重点配分する傾向が非常に強い。これらを含めて、商店街連合会からの意見はどうですか。
【胡桃澤委員】　「商店街空き店舗活用事業の拡充」についてですが、現在、春日井市で我々の団体に加入しているのは18団体。そのうち振興会、発展会という法人組織でないところが約半分あるが、法人格がない組織も空き店舗の補助対象となるということは非常に有難い。「商店街散策情報等の発信」については、一店逸品運動は現在進行中であり、こだわりの商品、こだわりのおやじ、こだわりの店がある。人気を呼び、良い方向へ向かっており、費用対効果も出ると思っている。全体的には、人材育成が一番大切であると考えているが、人材育成や発掘がしやすい企業とは違い、商店街では難しく切実な問題となっている。
【長谷川弘尚委員】後継者問題などいろいろあるが、基本目標１の「企業に選ばれるサービスの提供」が重要。せっかくワンストップサポート機能を作るのであれば、最初の導入をしっかりして頂かなければいけない。困って相談した時に、今後勉強していくという話では困る。聞く側は必死である。
【長谷川きみ子委員】零細企業は社長自ら、現場に携わる場合もあり、市や商工会議所へ相談にいけばよいと思ってもなかなか行けない。セミナーにも参加しづらいため、意欲的に出られるシステムがあるとよい。頑張っているが、意欲だけではどうにもならないので、市から積極的に指導して頂けるとありがたい。
【渡会長】　　今後、「既存企業に対する助成事業の充実」において、考えていく必要がある。各事業者が困っている状況をワンストップセンターで受け止め、対応していくためにはどうしたらよいか、関連機関と相談して頂けるような仕組みにもっていけるとよい。相談できるところがあれば道は開けていく。同業者、異業者の中でも連携が開けていく可能性もある。情報共有に市が携わっていけるような環境が整備されるとよい。最後に、アクションプランに対する期待が非常に大きいので、様々な施策を行いながら、春日井市を盛り上げていきたいと思う。

８　閉会
　上記のとおり春日井市商工業振興審議会の議事の経過及びその結果を明確にするためにこの議事録を作成し、渡会長及び大矢委員が署名（及び押印）する。

　　　　　　
平成20年12月2日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　渡　 　誠　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署名人　　大矢　 孝彦　　　　　　　　　　　　　　
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